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紀伊半島における短期的SSEと深部低周波微動活動の時空間的関係
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産業技術総合研究所では2006年度より四国～東海地方の12点で地下水等総合観測施設を順次整
備し、歪・地下水などの観測を行っている。紀伊半島では、活発な深部低周波微動活動(低周波
地震)が1年に数回発生しており、産総研の歪観測網では、これらの微動活動に同期した歪変化が
観測されており、微動域付近のプレート境界に断層すべりを仮定する事によって概ね説明可能で
ある事が分かっている(例えばItaba et al., 2010)。また、フィリピン海プレート面に多数のパッチ
(断層面)を作成し、各パッチ上でプレート沈み込みの反対方向にすべりを与え、グリッドサーチ
を行ったところ、奈良県南部から三重県中部では、複数の観測点で歪変化を観測できた例の多く
で、微動域の近くに断層すべりを仮定した場合に、観測された歪変化の誤差が小さくなる場合が
多い事が分かった(Itaba et al., 2009)。
 一方で、紀伊半島では微動を伴わない短期的SSEの存在を示唆する観測結果(例えばFukuda
and Sagiya, 2008)や、歪変化の開始が微動の活発化に先行しているように見える例(板場ほか, 20
09)も報告されている。本講演では、これらの例についてもグリッドサーチ等で断層面推定を行
い、深部低周波微動と短期的SSEの時空間的関係について議論する。
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